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(54)【発明の名称】 撮像装置

(57)【要約】
【課題】  撮像装置において電磁波ノイズ的確に遮蔽す
る。
【解決手段】  撮像装置１００は、カメラ部１２０、ケ
ーブル部１６０およびコネクタ部１４０とを一体的に構
成してなる。カメラ部１２０の撮像ユニット１１０をカ
メラフレーム１１２とシールド管１１４とにより２重に
電磁的に遮蔽し、ケーブル部１６０の画像伝送用信号線
１６２を内側遮蔽層１７０および外側遮蔽層１７４によ
って２重に遮蔽する。コネクタ部１４０の回路基板１４
２をコネクタフレーム１４６により遮蔽する。カメラフ
レーム１１２、外側遮蔽層１７４、コネクタフレーム１
４６を電気的に接続する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡から得られる光学的被写体像を画
像信号に光電変換して外部機器に出力する撮像手段と、
前記外部機器を遠隔操作するための操作手段と、前記撮
像手段を内蔵した導電性のシールド管及びその外側に設
けられた導電性のカメラフレームとを有するカメラ部
と、
前記撮像手段を駆動する回路が実装された回路基板と、
前記回路基板を内蔵する導電性のコネクタフレームとを
有するコネクタ部と、
前記画像信号を伝送するための画像伝送用信号線と、前
記外部機器を遠隔操作するためのリモートコントロール
用信号線と、前記画像伝送用信号線および前記リモート
コントロール用信号線の外側に設けられた導電性の第１
遮蔽層と、前記画像伝送用信号線の外側であってかつ前
記第１遮蔽層の内側に設けられた第２遮蔽層とを有する
ケーブル部とを備え、
前記カメラフレームと前記第１遮蔽層とが互いに電気的
に接続され、前記第１遮蔽層と前記コネクタフレームと
が互いに電気的に接続され、前記シールド管と前記第２
遮蔽層とが互いに電気的に接続され、前記第２遮蔽層の
コネクタ側端部が前記回路基板のグランドに接地される
ことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】  前記カメラフレームまたは前記コネクタ
フレームが、アルミニウムから形成され、前記第１遮蔽
層に接続される端部に導電性金属によるメッキ処理が施
されることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】  前記第１遮蔽層が、前記画像伝送用信号
線および前記リモートコントロール用信号線の外周を覆
う金属製網状管であることを特徴とする請求項１に記載
の撮像装置。
【請求項４】  前記画像伝送用信号線および前記リモー
トコントロール用信号線がそれぞれ同軸ケーブルである
ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項５】  前記カメラフレーム、前記第１遮蔽層お
よび前記コネクタフレームの外周面の略全体に渡ってそ
れぞれ絶縁膜が被覆されることを特徴とする請求項１に
記載の撮像装置。
【請求項６】  前記第１遮蔽層の内側に前記リモートコ
ントロール用信号線が配され、さらに前記リモートコン
トロール用信号線の内側に絶縁層および前記第２遮蔽層
が設けられ、前記第２遮蔽層のさらに内側に前記画像伝
送用信号線が配されることを特徴とする請求項１に記載
の撮像装置。
【請求項７】  前記第１遮蔽層の内側に絶縁層および前
記第２遮蔽層が設けられ、前記第２遮蔽層のさらに内側
に前記リモートコントロール用信号線と前記画像伝送用
信号線とが配されることを特徴とする請求項１に記載の
撮像装置。
【請求項８】  前記第２遮蔽層が、前記第１遮蔽層と同
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軸上に設けられた金属製網状管であることを特徴とする
請求項７または８に記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡（ファイバ
スコープ）等の接眼部に装着される撮像装置に関し、特
にその電磁気的シールド構造に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡（ファイバスコープ）は、操作ス
イッチ等を備えた把持部と、把持部の一端部から延びて
人体などの臓器に挿入される可撓管と、把持部の多端部
において可撓管の先端部から照明された被写体の光学像
を観察する接眼部とを備え、把持部を持ちつつ接眼部か
ら被写体像を即時に観察するものである。近年では、被
写体像の保存および再現のために、固体撮像素子によっ
て接眼部における被写体像を電気信号に変換してＶＣＲ
やモニタ等の外部装置に出力する撮像装置が実用に共さ
れている。
【０００３】このような撮像装置は、例えば内視鏡接眼
部に着脱自在なカメラ部と、観察位置から離れた画像信
号処理用プロセッサに接続するためのコネクタ部と、カ
メラ部とコネクタ部を接続するケーブル部とを備える。
カメラ部には固体撮像素子の他、利便性向上のために外
部装置を遠隔操作するリモートコントロールボタンが設
けられ、ケーブル部には画像用信号線とリモートコント
ロール用信号線とが挿通している。コネクタ部には固体
撮像素子を駆動制御するための回路等が実装された回路
基板が設けられる。
【０００４】撮像装置は電子機器であり、不必要な外部
電磁波ノイズによる誤作動または他の医療機器に対して
自らが電磁波ノイズの発生源となることを防止する対策
が必須である。従来では、固体撮像素子や各種信号線か
ら発生する、あるいは外部から浸入する電磁波を遮蔽す
るシールド構造が採用される。具体的には、カメラ部や
コネクタ部においては、固体撮像素子や駆動回路を物理
的に保護するフレームを導電体である金属材料で形成し
てその周囲を絶縁体である合成樹脂膜で覆っており、ま
たケーブル部においては、各信号線として同軸ケーブル
を採用し、さらにその周囲を銅製網状管から成る遮蔽層
と合成樹脂等の絶縁材料から成る絶縁層とにより覆って
いる。フレームには軽量化のためにアルミニウムが好適
に用いられる。
【０００５】しかし、フレームに用いられるアルミニウ
ムの表面には腐食防止のためにアルマイト処理が施され
るため、内視鏡とカメラ部との間、カメラ部とケーブル
部との間、ケーブル部とコネクタ部との間、あるいはコ
ネクタ部と画像信号処理用プロセッサとの間はそれぞれ
電気的導通が妨げられていた。このため、各部の絶縁層
表面に静電気が帯電し、これが放電してノイズとなって
各種電気信号に悪影響を及ぼすことがあった。即ち、従
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来のシールド構造では遮蔽効果の向上は望めなかった。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】本発明は上記問題点に
鑑みてなされたものであり、電磁波ノイズを的確に遮蔽
できる撮像装置を得ることを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明の撮像装置は、内
視鏡から得られる光学的被写体像を画像信号に光電変換
して外部機器に出力する撮像手段と、外部機器を遠隔操
作するための操作手段と、撮像手段を内蔵した導電性の
シールド管及びその外側に設けられた導電性のカメラフ
レームとを有するカメラ部と、撮像手段を駆動する回路
が実装された回路基板と、回路基板を内蔵する導電性の
コネクタフレームとを有するコネクタ部と、画像信号を
伝送するための画像伝送用信号線と、外部機器を遠隔操
作するためのリモートコントロール用信号線と、画像伝
送用信号線およびリモートコントロール用信号線の外側
に設けられた導電性の第１遮蔽層と、前記画像伝送用信
号線の外側であってかつ前記第１遮蔽層の内側に設けら
れた第２遮蔽層とを有するケーブル部とを備え、カメラ
フレームと第１遮蔽層とが互いに電気的に接続され、第
１遮蔽層とコネクタフレームとが互いに電気的に接続さ
れ、前記シールド管と前記第２遮蔽層とが互いに電気的
に接続され、前記第２遮蔽層のコネクタ側端部が前記回
路基板のグランドに接地されることを特徴とする。これ
により、撮像手段および各信号線が実質的に隙間なく導
電性のカメラフレーム、第１遮蔽層およびコネクタフレ
ームによって遮蔽できる。
【０００８】撮像装置のカメラフレームまたはコネクタ
フレームが、相対的に軽く強度の高いアルミニウムから
形成されてもよく、このとき第１遮蔽層に接続される端
部には導電性金属によるメッキ処理が施されることが好
ましい。これにより簡単な作業でカメラフレームまたは
コネクタフレームと第１遮蔽層とを電気的に接続でき
る。
【０００９】撮像装置においてケーブル部の第１遮蔽層
が、画像伝送用信号線およびリモートコントロール用信
号線の外周を覆う金属製網状管であってもよい。
【００１０】撮像装置のケーブル部に用いられる画像伝
送用信号線およびリモートコントロール用信号線は、そ
れぞれ遮蔽効果の良好な同軸ケーブルであってもよい。
【００１１】撮像装置において、カメラフレーム、第１
遮蔽層およびコネクタフレームの外周面の略全体に渡っ
てそれぞれ絶縁膜が被覆されることが好ましく、これに
より電磁波の遮蔽効果が高められる。
【００１２】撮像装置のケーブル部において、第１遮蔽
層の内側にリモートコントロール用信号線が配され、さ
らにリモートコントロール用信号線の内側に絶縁層およ
び第２遮蔽層が設けられ、第２遮蔽層のさらに内側に画
像伝送用信号線が配されてもよい。また、第１遮蔽層の
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内側に絶縁層および第２遮蔽層が設けられ、第２遮蔽層
のさらに内側にリモートコントロール用信号線と画像伝
送用信号線とが配されてもよい。
【００１３】撮像装置において、ケーブル部の第２遮蔽
層が、第１遮蔽層と同軸上に設けられた金属製網状管で
あってもよい。これにより画像伝送用信号線の遮蔽効果
が向上する。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施形態について
添付図面を参照して説明する。
【００１５】図１および図２を参照して、本発明による
撮像装置の第１実施形態を説明する。図１は撮像装置を
適用した内視鏡システムの模式図であり、図２は撮像装
置の概観図である。
【００１６】内視鏡１０は、体内に挿入される可撓管で
ある挿入部１２と、挿入部１２の基端側に一体的に設け
られた把持部１３を備え、把持部１３には接眼部１４が
設けられる。挿入部１２には光源２２からの照明光を先
端面１２ａに導くライトガイド６０が挿通しており、照
明光により先端面１２ａの前方が照明される。先端面１
２ａに設けられた対物レンズ１６は、照明された被写体
例えば内臓器官等による反射光を集光する。挿入部１２
にはイメージガイド７０が挿通しており、対物レンズ１
６により結像された光学的被写体像を接眼部１４の接眼
レンズに導く。観察者は内臓器官を接眼部１４から直接
観察することもできるが、本内視鏡システムにおいては
接眼部１４に撮像装置１００を装着して、光学的被写体
像に対応した画像信号をプロセッサ２０に出力してい
る。
【００１７】プロセッサ２０は、照明光をライトガイド
６０に供給する光源２２と、撮像装置１００から伝送さ
れた画像信号に所定の画像処理を施してＮＴＳＣ方式等
のビデオ信号に変換する画像信号処理回路２４とを兼ね
備える。プロセッサ２０にはキーボード４０の他、外部
機器であるモニタ装置３０や記録装置５０が接続され
る。ビデオ信号信号はプロセッサ２０からモニタ装置３
０に出力され、これにより体内器官を動画像あるいは静
止画像としてモニタ装置３０の画面上で視認できる。キ
ーボード４０は患者名や日付等の入力、またはプロセッ
サ２０の各種設定の変更等に用いられる。記録装置５０
は例えばＶＣＲやハードディスクであり、必要に応じて
ビデオ信号を記録する。
【００１８】撮像装置１００は、内視鏡１０の接眼部１
４に着脱自在なカメラ部１２０と、プロセッサ２０に接
続されるコネクタ部１４０と、カメラ部１２０とコネク
タ部１４０とを接続するケーブル部１６０とを備える。
【００１９】接眼部１４に導かれる光学的被写体像は、
カメラ部１２０に内蔵された固体撮像素子、例えばＣＣ
Ｄを備えた撮像センサ１０２によって光電変換され、画
像信号としてカメラ部１２０から出力される。カメラ部
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１２０は、ＣＣＤの受光面に光学的被写体像を結像させ
る撮像光学系１０４を備え、この撮像光学系１０４の焦
点距離は手動により調節可能である。具体的には、カメ
ラ部１２０の表面にはズーム操作環１２２ａ（図２）が
設けられ、これを回転させると図示しないカム機構を介
して、撮像光学系１０４を構成する各レンズが独立して
光軸方向に沿って進退し、焦点距離が変化する。
【００２０】撮像センサ１０２の前面にはローパスフィ
ルタ１０６が設けられる。このローパスフィルタ１０６
は複屈折性を有する複数枚の水晶板から成り、高周波成
分を除去して画像のモアレ縞の発生を低減させる。撮像
センサ１０２の背面には、撮像センサ１０２の駆動回路
が実装されたドライバ基板１０８が設けられる。撮像セ
ンサ１０２、ローパスフィルタ１０６およびドライバ基
板１０８は絶縁性筒部材に固着されて撮像ユニット１１
０を構成しており、この撮像ユニット１１０はカメラ部
１２０内で光軸方向に移動自在である。カメラ部１２０
の表面に設けられたフォーカス操作環１２２ｂ（図２）
を回転操作すると、図示しないカム機構を介して撮像ユ
ニット１１０は光軸方向に進退し、これにより光学的被
写体像がＣＣＤの受光面上に合焦させられる。
【００２１】画像信号は、ドライバ基板１０８からケー
ブル部１６０の画像伝送用信号線１６２、コネクタ部１
４０の回路基板１４２およびプラグ１４４を介して、プ
ロセッサ２０の画像信号処理回路２４へ伝送される。
【００２２】カメラ部１２０の表面には、モニタ装置３
０における静止画表示、記録装置５０における画像記録
の開始や停止を遠隔操作するための３つのリモートコン
トロールボタン１２４（図２では２つのみ示す）が設け
られる。リモートコントロールボタン１２４は、ケーブ
ル部１６０のコントロール信号伝送用信号線１６４を介
して、コネクタ部１４０の回路基板１４２に電気的に接
続されており、リモートコントロールボタン１２４の操
作に応じたコントロール信号を、プロセッサ２０を介し
てモニタ装置３０および記録装置５０に対して出力す
る。
【００２３】撮像装置１００は、内視鏡１０の仕様に応
じたアダプタ（図示せず）を介して接眼部１４に取付け
られるため、内視鏡１０として多種のファイバスコープ
を用いることができる。
【００２４】図３および図４を参照して、撮像装置１０
０のシールド構造について説明する。図３は撮像装置１
００のシールド構造を簡単に示す断面図であり、図４は
ケーブル部１６０を図２のＩＶ－ＩＶ線で切断したとき
の断面図である。
【００２５】カメラ部１２０は、円筒状のカメラフレー
ム１１２を備え、このカメラフレーム１１２は導体であ
って軽く強度の高いアルミニウム合金から形成される。
カメラフレーム１１２は、カメラ部１２０の各部品を内
蔵してこれらを物理的に保護すると共に、外部からの電
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磁波ノイズまたは内臓の電子部品からの電磁波を遮蔽す
る。カメラフレーム１１２の外側は絶縁性合成樹脂膜１
２６により被覆され、また操作環１２２ａ、１２２ｂお
よびリモートコントロールボタン１２４等は剛性の絶縁
性合成樹脂材により形成される。
【００２６】カメラフレーム１１２の内側には、円筒状
のシールド管１１４がさらに設けられ、このシールド管
１１４はカメラフレーム１１２と同様、アルミニウム合
金により形成される。シールド管１１４は、図示しない
支持部材によりカメラフレーム１１２に一体固定され、
カメラフレーム１１２とは電気的に絶縁される。撮像ユ
ニット１１０および画像伝送用信号線１６２の一部は、
カメラフレーム１１２およびシールド管１１４によって
二重にシールドされており、撮像センサ１０２の読出し
周波数を上げて高速処理を行う場合でも外界へ漏れる電
磁波の強度を規格内に抑えることができ、また外界から
の電磁ノイズを確実に絶縁して動作不良や画像信号への
ノイズ混入による画質低下が防止できる。
【００２７】コネクタ部１４０は、コネクタフレーム１
４６を備え、コネクタフレーム１４６はカメラフレーム
１１２と同様にアルミニウム合金から形成される。コネ
クタフレーム１４６は回路基板１４２を内蔵してこれを
物理的に保護すると共に、回路基板１４２を周囲から電
磁気的に絶縁している。コネクタフレーム１４６はプロ
セッサ２０に接続されるプラグ１４６を保護するための
プラグケース１４６ａと一体的に形成される。コネクタ
フレーム１４６の外側は絶縁膜１４８により被覆され
る。絶縁膜１４８は塩化ビニルやポリエチレン等の合成
樹脂材から形成される。
【００２８】ケーブル部１６０は相対的に長い信号線で
あり、伝送される信号の波形を安定させるために、電磁
波の干渉やノイズの影響を防ぐシールド構造が採用され
る。
【００２９】ケーブル部１６０の中心には複数の画像伝
送用信号線１６２が集束され、画像伝送用信号線１６２
の周囲は、第２遮蔽層である内側遮蔽層１７０により被
覆され、さらにその外側は内側絶縁層１７２により被覆
される。内側遮蔽層１７０は、複数の金属線を螺旋状に
巻回した、または網目状に構成した導体網である。金属
線としては、例えばクロム銅や銀入り銅などの銅合金が
好適である。内側遮蔽層１７０のカメラ部側端部１７０
ａはフレーム管１１４に電気的に接続され、コネクタ部
側端部１７０ｂは回路基板１４０のグランドに接続され
る。内側絶縁層１７２は、塩化ビニルやポリエチレン等
の可撓性のある合成樹脂材料から形成される絶縁性皮膜
であるが、材料は特に上記のものに限定されない。
【００３０】内側遮蔽層１７０とシールド管１１４との
接続においては、例えばシールド管１１４の接続部位で
ある環状面１１４ａに金属によるメッキ処理あるいは導
電性塗料の塗布処理を施し、内側遮蔽層１７０の端部１
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７０ａに半田付けや溶着等により接合する。これによ
り、シールド管１１４は内側遮蔽層１７０を介して回路
基板１４２に接地されるので、シールド管１１４表面の
静電気が逃がされる。なお、シールド管１１４の環状面
１１４ａ以外の外表面には電気的導通を防止するアルマ
イト処理を施してもよい。
【００３１】内側絶縁層１７２の周囲には３本のコント
ロール信号伝送用信号線１６４が巻きつけられ、コント
ロール信号伝送用信号線１６４同士の隙間は綿糸１６６
によって埋められる。コントロール信号伝送用信号線１
６４および綿糸１６６の外側は、第１遮蔽層である外側
遮蔽層１７４により被覆され、さらにその外側は外側絶
縁層１７６により被覆される。外側遮蔽層１７４は内側
遮蔽層１７０と同様の金属線導体網であり、カメラ部側
端部１７４ａにおいてカメラフレーム１１２に電気的に
接続され、コネクタ部側端部１７４ｂにおいてコネクタ
フレーム１４６に電気的に接続される。外側絶縁層１７
６は内側絶縁層１７２と同様の絶縁性合成樹脂膜であ
る。
【００３２】外側遮蔽層１７４とカメラフレーム１１２
およびコネクタフレーム１４６との電気的接続は、上述
した内側遮蔽層１７０とシールド管１１４との接続と同
様の構成であり、カメラフレーム１１２およびコネクタ
フレーム１４６の接続部位は導電性メッキ処理が施さ
れ、外側遮蔽層１７４を構成する金属線に接合される。
【００３３】画像伝送用信号線１６２およびコントロー
ル信号伝送用信号線１６４は、芯線の周囲を遮蔽層およ
び絶縁層によりシールドした同軸ケーブルであり、単独
にシールドされて、各信号を伝送する様々なクロック周
波数の信号の相互干渉やノイズの混入が防止される。画
像伝送用信号線１６２の芯線は、一端において撮像ユニ
ット１１０のドライバ基板１０８に半田付けされ、他端
においてコネクタ部１４０の回路基板１４２に半田付け
される。画像伝送用信号線１６２は、画像信号の読み出
し、電源供給、駆動パルス信号の伝送を行えるように、
図に示すように４本、もしくはそれ以上設けることが好
ましい。
【００３４】コントロール信号伝送用信号線１６４の芯
線は、一端においてカメラフレーム１１２の切り欠きか
ら引き出されてリモートコントロールボタン１２４に接
続され、他端において回路基板１４２に半田付けされ
る。コントロール信号伝送用信号線１６４の数は特に限
定されないが、少なくともリモートコントロールボタン
１２４と同数の３本必要である。
【００３５】このように、第１実施形態の撮像装置１０
０においては、カメラフレーム１１２、外側遮蔽層１７
４およびコネクタフレーム１４６が接続されており、内
部の電子回路部品即ち撮像ユニット１１０、ケーブル１
６２および１６４および回路基板１４２が実質的に隙間
なくシールドされており、外部からの電磁波ノイズの混
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入、あるいは外部への電磁波放射は極めて低く抑えられ
る。カメラフレーム１１２、外側遮蔽層１７４およびコ
ネクタフレーム１４６は電磁波遮蔽の役目を果たす。
【００３６】シールド管１１４および内側遮蔽層１７０
についても同様、撮像ユニット１１０に対する電磁波遮
蔽の役割を有する。電気信号により作動する撮像センサ
１０２はカメラフレーム１１２およびシールド管１１４
により２重に遮蔽され、相対的に高周波数の信号が往来
する画像伝送用信号線１６２は内側遮蔽層１７０および
外側遮蔽層１７４によって２重に遮蔽されており、撮像
センサの誤作動や画像信号へのノイズ混入が阻止されて
画質低下が防止できる。
【００３７】画像伝送用信号線１６２とコントロール信
号伝送用信号線１６４との間は、内側遮蔽層１７０およ
び内側絶縁層１７２によって絶縁されており、両ケーブ
ル１６２、１６４により伝送される信号の相互干渉が防
止され、各信号に異常をきたす危険性を低く抑えること
ができる。
【００３８】図５および図６を参照して、本発明による
撮像装置の第２実施形態を説明する。図５は撮像装置の
断面図、図６はケーブル部の断面図である。第２実施形
態の撮像装置は、コントロール信号伝送用信号線の配置
が異なっている点以外は第１実施形態と同じ構成を有し
ており、ここでは対応する構成には同符号を付し、説明
を省略する。
【００３９】第２実施形態においては、中心に収束され
た画像伝送用信号線１６２の周囲にコントロール信号伝
送用信号線５６４および綿糸５６６が巻きつけられる。
そして、コントロール信号伝送用信号線５６４の外側
に、内側遮蔽層１７０、内側絶縁層１７２、外側遮蔽層
１７４および外側絶縁層１７６が内側から順に設けられ
る。即ち、画像伝送用信号線１６２だけでなくコントロ
ール信号伝送用信号線５６４も２重にシールドされる。
このようにケーブル１６２および５６４を中心にまとめ
ることにより、ケーブル部１６０の外径を小さくでき、
内視鏡１０および撮像装置１００の操作性を向上でき
る。コントロール信号伝送用信号線５６４の芯線は、一
端において内側遮蔽層１７０の金属線の隙間およびカメ
ラフレーム１１２の切り欠きから引き出されてリモート
コントロールボタン１２４に接続され、他端において内
側遮蔽層１７０の金属線の隙間か引き出されて回路基板
１４２に半田付けされる。
【００４０】第２実施形態においても、撮像ユニット１
１０および画像伝送用信号線１６２は２重に遮蔽されて
おり、また外側の遮蔽層であるカメラフレーム１１２、
外側遮蔽層１７４およびコネクタフレーム１４６が接続
されているので、電磁波の遮蔽効果は高められる。
【００４１】
【発明の効果】以上説明したように本発明の撮像装置は
電磁波ノイズを的確に遮蔽できる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による撮像装置の第１実施形態を適用し
た内視鏡システムの模式図である。
【図２】図１に示す撮像装置の概観図である。
【図３】図１に示す撮像装置のシールド構造を簡単に示
す断面図である。
【図４】ケーブル部を図２のＩＶ－ＩＶ線で切断したと
きの断面図である。
【図５】本発明による撮像装置の第２実施形態を示す断
面図である。
【図６】図５に示すケーブル部の断面図である。
【符号の説明】
１０  内視鏡 *
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*１００  撮像装置
１０２  撮像センサ（撮像手段）
１１２  カメラフレーム
１２０  カメラ部
１２４  リモートコントロールボタン（操作手段）
１４０  コネクタ部
１４２  回路基板
１４６  コネクタフレーム
１６０  ケーブル部
１６２  画像伝送用信号線
１６４  リモートコントロール用信号線
１７０  内側遮蔽層（第２遮蔽層）
１７４  外側遮蔽層（第１遮蔽層）

【図１】

【図３】

【図４】

【図６】
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